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　 Spitzer bubbleは主に 8μmで環状に輝く天体である (Churchwell et al.2006; Churchwell et al.2007)。8μ
mの放射は大質量星からのUVによる光解離領域 (PDR)をトレースしており、これはリング内部に大質量星が存
在していることを示している。Spitzer bubbleはこれまで中心部にある大質量星からの星風によって形成された
wind blown bubble (e.g.,Castor,McCray,Weaver 1975 , Weaver et al.1977)と考えられてきたが、我々はこの天
体を分子雲衝突の候補天体と考えて観測を行ってきた (2012年秋季年会 2014年秋季年会にて多数報告)。
我々はこれまで計 88個の Spitzer Bubbleに対して CO輝線の観測を行った。NANTEN2 CO(J = 1 − 0)に

より 49個、大阪府立大 1.85m CO(J = 2 − 1)により 11個。Mopra CO(J = 1 − 0)では 39個、そして ASTE
12CO(J = 3 − 2)では 27個の Spitzer Bubbleを観測をした (重複あり)。観測により得られたデータを用いるこ
とで、赤外線の分布との相関から Spitzer Bubbleに付随する分子雲を特定できる。その視線速度から典型的な距
離と大きさを見積もるとおよそ 2-5 kpc、2-10 pc程度であった。また、異なるCOの回転準位間での輝線強度比
を調べることで、分子雲の大質量星への付随を調べることができる。このことから複数の Spitzer Bubbleにおい
て、重力的な束縛や星風による膨張では説明できない速度で二つの分子雲が付随していることが明らかとなりこ
れは分子雲衝突によるものと考えられる。
本講演ではこれまで我々が行ってきた Spitzer Bubbleに対する分子雲観測の全体像について報告する。


